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《
短
　
歌
》
　  

　
今
　
井
　
　
　
勉 

《
川
　
柳
》
　
　  

根
　
岸
　
宏
　
光 

◆
募
集
規
定
　
用
紙
一
枚
に
つ
き
２
首
（
句
）
ま
で
と
し
、
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
問
い
ま
せ
ん
。
必
ず
、
地
区
名
と
名
前
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先
　
〒
２
８
９
―
０
２
９
２
　
神
崎
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　
◎
応
募
い
た
だ
い
た
短
歌
等
は
各
会
で
選
考
の
う
え
、
掲
載
し
ま
す
。

 

姉
の
風
貰
う
形
見
の
舞
扇  

五
　
月 

セ
シ
ウ
ム
も
蔵
に
し
ま
っ
た
食
べ
る
米  

喜
　
伝 

秋
の
旅
孤
愁
の
恋
が
雨
と
な
る  

山
　
花 

空
っ
ぽ
の
頭
の
中
は
食
う
気
だ
け  

細
　
辛 

キ
ツ
ネ
と
タ
ヌ
キ
我
慢
比
べ
の
五
十
年  

竹
　
女 

内
視
鏡
内
懐
は
写
さ
な
い  

正
　
夢 

乗
り
換
え
は
誰
に
聞
く
ん
だ
一
人
旅  

久
　
七 

乗
り
過
ご
し
終
着
駅
で
始
発
待
つ  

只
　
尾 

古
里
が
消
え
て
ゆ
く
よ
東
電
さ
ん  

若
　
葉 

高
給
で
官
舎
は
安
く
駅
近
し  

ふ
じ
や 

女
郎
蜘
蛛
隣
同
士
で
喧
嘩
す
る  

つ
る
や 

秋
の
灯
を
閉
ざ
し
孤
独
の
床
の
べ
る 

�

お
か
め 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
示
し
合
わ
せ
て
口
ス
ベ
リ 

�

萩
　
乃

国
宝
と
言
は
れ
古
刹
の
隙
間
風 

本
　
宿�

　
柳
　
迪
子 

猫
に
貸
す
障
子
ひ
と
ま
す
隙
間
風 

並
　
木�

飯
田
喜
久
子 

日
溜
り
に
繕
ふ
足
袋
や
鼻
眼
鏡 

香
取
市�

澤
田
多
恵
子 

煮
凝
や
言
葉
少
な
に
老
夫
婦 

並
　
木�

酒
井
　
朝
子 

冬
晴
れ
や
句
会
に
急
ぐ
路
地
の
風 

本
　
宿�

森

之

小

人

夕
の
膳
に
赤
飯
の
湯
気
あ
た
た
か
く
八
十
三
歳
覚
え
い
て
く
れ
た
り 

 

並
　
木�

飯
田
喜
久
子 

神
前
に
祈
願
清
め
し
参
道
に
花
鉢
一
つ
春
を
買
い
来
て 

 

新�

宝
田
　
せ
つ 

習
志
野
の
ス
ス
キ
の
原
に
落
下
傘
初
降
下
す
る
空
挺
隊
員 

 

本
　
宿�

今
井
　
　
勉 

取
り
入
れ
が
終
り
田
の
面
に
鷺
の
群
そ
の
数
多
く
餌
を
求
め
鳴
く 

 

毛
　
成�

椿
　
　
忠
男 

晩
秋
に
行
き
つ
も
ど
り
し
つ
り
橋
に
思
い
出
ゆ
れ
る
忘
れ
え
ね
旅 

 

四
季
の
丘�

佐
藤
　
竹
子 

冬
空
に
く
っ
き
り
浮
か
ぶ
三
日
月
は
寒
々
と
し
て
身
が
引
き
締
ま
る 

 

本
　
宿�

平
野
　
安
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《
俳
　
句
》
　
　
　  

柳
　
文
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町では、町内外を問わず広報紙へ掲載する有料広告を募集しています。 
掲載料は1回5,000円、3回連続12,000円、6回連続20,000円、12回連続36,000円です。広告の大きさや 
掲載期間に応じて掲載料を設定していますので、まちづくり課（　　2114）へお問い合わせください。 ７２ 

☎�

借金を整理して生活を楽に 

あなたのお困りごと無料相談室 

相続・贈与・法人・個人・税務経営相談 

小　正之税理士事務所 
成田市囲護台3丁目2－3 
　　川豊西口館ビル402号 

Ｊ
Ｒ
成
田 

ミニストップ 

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン 

西
口 

成
田
税
務
署 

成
田
警
察
署 

Ｕシティ 
ホテル 

○ 

○ 

当事務所 

　成人を迎えられる皆さん、おめでとうござ

います。20歳になると成人として多くの権利

が認められますが、また同時に義務も課せら

れます。国民年金に加入することもその一つ

です。

　私たちは世界で一番長生きできる国に住ん

でいます。自分の一生を長い目でみた場合、

人生設計が大切なものになってきます。長い

一生の間には、どんなことが待っているかわ

かりません。そんな「もしも････」のときに

欠かすことができないものが、国民年金です。

　国民年金には、20歳から60歳になるまで

のすべての人が加入します。

　20歳を迎えられる皆さん、国民年金に加入

して大人の仲間入りをしましょう。

　問合せ　町民課国保年金係　☎○72�２１１３

 

～20歳からスタート！国民年金～ 


